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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

安安安全全全注注注意意意事事事項項項

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶の電源のス
イッチがオフになっていることを確認してくださ
い。本書で特記されていない限り、電源が入った
状態で機器を接続、または切断することはおやめ
ください。

通通通告告告: 露露露出出出しししたたたワワワイイイヤヤヤ
カバーを開けて露出したワイヤに触ると感電する
恐れがあります。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い場
所で使用するための承認を受けていません。機関室
や燃料タンク付近など、危険な環境や引火性の高い
場所には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置お
よび操作してください。作業指示を守らないと、怪
我をしたり、ボートが損傷したり、製品の性能が十
分に発揮されないことがあります。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切な定格ヒュー
ズまたは自動遮断器などによって十分に保護され
ていることを確認してください。

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はありま
せん。 保守や修理はすべて Raymarine 認定販売店
にお問い合わせください。無許可で修理すると、保
証が無効になることがあります。

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine Ltd. は、本製品が EMC指令 2004/108/ECの必須条件
を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの該当する製品
ページをご覧ください。

EMC 設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器間の電磁干渉、およびそ
のような干渉がシステムの性能に及ぼす影響を最小限に抑えるた
め、適切な電磁適合性 (EMC)規制に従っています。
EMCの性能に障害を来たさないためにも、正しく設置すること
が必要です。
最最最適適適ななな EMC 性能を確保するため、可能な限り次の条件を守る
ことをお勧めします。

• Raymarine 機器とケーブルを接続する際は、次の点に注意し
てください。

– 無線信号を伝送する機器、またはケーブルとの間隔を 1 m
(3 フィート) 以上空けてください (VHF 無線、ケーブル、
アンテナなど)。 SSB 無線の場合は、距離を 2 m(7 フィー
ト) に広げてください。

– レーダービームの経路からは 2 m (7 フィート)以上離してく
ださい。レーダービームの広がり角範囲は、一般に放射素
子の上下 20 度とされています。

• この製品には、エンジン始動に使用するセパレート型バッテリ
が付属しています。これにより、エンジン始動にセパレート型

バッテリが用意されていない場合に生じることがある異常動作
やデータの損失を防ぐことができます。

• Raymarine指定のケーブルを使用してください。

• 設置マニュアルに詳しい方法が記載されていない限り、ケーブ
ルを切断したり延長したりすることはやめてください。

注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの推推推奨奨奨事事事項項項ををを実実実行行行ででできききななないいい
場場場合合合ははは、異なる電気機器間の距離を最大限に空けて、設置
手順の始めから終わりまで EMC の性能に最適な条件を確保
するよう心がけてください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
この製品は WEEE指令に従って廃棄してください。

WEEE (電気電子機器廃棄物)指令では、電気電子機器廃棄物
のリサイクルが義務付けられています。 Raymarine製品の中には
WEEE指令の適用対象にならないものもありますが、Raymarine
ではこの方針をサポートしております。お客様にもこの製品の廃
棄方法についてご理解いただきますようお願いいたします。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正確
な情報です。ただし Raymarine では、誤りや脱落が含まれてい
ても、一切責任を負いかねます。また、継続的に製品改良を重
ねる方針により、仕様が通知なしに変更される場合がありま
す。このため Raymarine では、製品と本書の間に相違があって
も、責任を負うことはできかねます。Raymarine Web サイト
(www.raymarine.com)を調べて、お使いの製品の最新版のドキュ
メントがお手元にあることをご確認ください。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine製品の所有権を登録するには、www.raymarine.comに
アクセスしてオンライン登録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登録しておく必要
があります。製品のパッケージにはシリアル番号を示すバーコー
ドラベルが付いています。お手元の製品を登録する際には、こ
のシリアル番号が必要になります。ラベルは、将来の使用に備え
て大切に保管してください。
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章章章 2: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 2.1 iTC-5 コンバータについて ( 10 ページ)

• 2.2 ハンドブック情報 ( 10 ページ)

• 2.3 システムの接続例 ( 11 ページ)

• 2.4 パックの内容 ( 13 ページ)

• 2.5 必要な工具類 ( 14 ページ)

設置の計画 9



2.1 iTC-5 コココンンンバババーーータタタにににつつついいいててて
iTC-5コンバータを使用すると、各種互換アナログトランスデュー
サを SeaTalkng ネットワークに直接接続することができます。

D12026-1

サササポポポーーートトトささされれれててていいいるるるトトトララランンンスススデデデュュューーーサササとととデデデーーー
タタタ タタタイイイプププ
このコンバータでは次のトランスデューサタイプがサポートさ
れています。

• 計器深度

• 計器速度と海面温度

• Raymarine風向風速トランスデューサまたは Rotavecta

• 舵リファレンス

• フラックスゲート コンパス

注注注意意意: システムに魚群探知機が装備されている場合は、計器
深度トランスデューサと同じ周波数で動作しないことを確
認してください。

サポートされているデータタイプは次のとおりです。

• AWA — 見かけ風角度

• AWS — 見かけ風速

• 水深

• STW — 対水速力

• ログ距離

• 距離カウンター

• 海面温度

• 舵角度

• 船首

2.2 ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報
このハンドブックでは、iTC-5 コンバータをSeaTalkng ネット
ワークに追加し、互換性のあるトランスデューサを接続する方法
について説明します。

iTC-5 ハハハンンンドドドブブブッッッククク

説説説明明明 品品品番番番

計器トランスデューサコン
バータiTC-5設置説明書

87138

追追追加加加ハハハンンンドドドブブブッッッククク
SeaTalkng リファレンスマニュアルに記載されている追加情報が
必要になることがあります。追加情報が必要と考えられるの
は、特に次の状況です。

• SeaTalkng ネットワークとバックボーンを構築する場合

• 電源を接続する場合

• LEN 負荷計算を行う場合

説説説明明明 品品品番番番

SeaTalkng リファレンスマニュ
アル

81300
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2.3 シシシススステテテムムムののの接接接続続続例例例
iTC-5 コンバータは、SeaTalkng ネットワークに接続し、そこか
ら互換性のあるトランスデューサを直接コンバータに接続する
ことができます。

SeaTalkng シシシススステテテムムムののの基基基本本本的的的ななな接接接続続続例例例

12 V

1

33

45

7

D12033-2

4

6

8 9

2

項項項目目目 説説説明明明

1. ST70計器ディスプレイ

2. i70計器ディスプレイ x 2

3. 端末処理した SeaTalkng T字型
コネクタ

4. 端末処理した iTC-5

5. 舵リファレンストランス
デューサ

6. 深度トランスデューサ

7. フラックスゲートコンパス

8. Raymarine 風向風速トランス
デューサまたは Rotavecta

9. 速度および海面温度トランス
デューサ

設置の計画 11



SeaTalkng シシシススステテテムムムののの拡拡拡張張張型型型接接接続続続例例例

1 2

SMARTPILOT

Sta tus

PWR/Data STng VHF ANT

AIS650 Class  B Transce iver

GPS ANT

USB

SeaTalk

12 V
SeaTalkng

44

45

46

7

8 910

11

14

15

16

17 18

D12131-1

19

13

12

3

項項項目目目 説説説明明明

1. ST70計器ディスプレイ

2. p70r操縦コントローラ

3. i70計器ディスプレイ

4. AISトランシーバ

5. SPXコースコンピュータ (12 V電力を SeaTalkng ネットワークに
供給)

6. 落水者救助 (MOB)

7. SeaTalkng 5方向コネクタ

8. 舵リファレンストランスデューサ (SPX経由で接続)

9. フラックスゲートコンパス (SPX経由で接続)

10. GPS搭載の多機能ディスプレイ

11. SeaTalk - SeaTalkng コンバータ

12. iTC-5

13. 端末処理した iTC-5

14. トリムタブ

15. エンジンデータ (DeviceNetアダプタで接続)

16. 端末処理した SeaTalkng 5方向コネクタ

17. 深度トランスデューサ

18. 速度および海面温度トランスデューサ

19. Raymarine風向風速トランスデューサまたは Rotavecta

注注注意意意: SPX 自動操縦システムの場合、フラックスゲート コンパスと舵リファレンス トランスデューサを iTC-5 経由ではな
く、コース コンピュータに直接接続する必要があります。

12 iTC-5



Seatalkng
SeaTalkng (次世代型)は、互換性のある海洋計器や機器を接続す
るための拡張プロトコルです。以前の SeaTalkおよび SeaTalk2
プロトコルの代わりとなります。
SeaTalkng は、1つのバックボーンでスプールを使用して互換性の
ある計器を接続します。データと電力はバックボーン内で運ばれ
ます。低電力装置はネットワークから電源供給を受けることがで
きますが、高電流機器の場合は別途電源接続が必要です。
SeaTalkng は NMEA 2000を独自に拡張させた実績ある CANバス
テクノロジです。適切なインターフェイスまたはアダプタケーブ
ルを使用することで、互換性のある NMEA 2000および SeaTalk /
SeaTalk2 装置も接続することができます。

2.4 パパパッッックククののの内内内容容容
iTC-5コンバータパックの内容は次のとおりです。

1 2 3

D12132-2

4

Item Description

1. iTC-5

2. 取付ネジ (2本)

3. 書類のパック

4. 400mm SeaTalkng スプールケー
ブル (A06038)

設置の計画 13



2.5 必必必要要要ななな工工工具具具類類類
設設設置置置ににに必必必要要要ななな工工工具具具類類類

1 2

3

D12087-1

項項項目目目 説説説明明明

1. 電気ドリル

2. ポジドライブスクリュードラ
イバー

3. 3.2 mm (1/8”)ドリルビット

14 iTC-5



章章章 3: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部

目目目次次次
• 3.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 16 ページ)

• 3.2 コンバータの接続 ( 16 ページ)

ケーブルと接続部 15



3.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用することが
大切です。
• 特に明記しない限り、Raymarineから支給されている正しい種
類の標準ケーブルのみを使用してください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質と規格が適切で
あることを確認してください。たとえば電源ケーブルが長くな
ると、伝送路の電圧降下を最小限に抑えるために、大きな番線
が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、ケーブルは正し
く配線してください。
• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてください。可能な限
り、最小曲げ径 200 mm (8インチ) /最小曲げ半径 100mm (4イ
ンチ) を確保してください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることがないようにすべ
てのケーブルを保護します。可能であれば被覆やコンジットを
使用してください。ビルジや出入口、または移動物体や熱い物
体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを定位置に固
定してください。余分なケーブルは巻き取り、邪魔になら
ないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡すときは、適切
な防水加工のフィードスルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線しないでください。
ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最大限に遠ざけ
ることを心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC 送電線
• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレインリリーフ (張力緩和)を確保してください。コ
ネクタが引っ張られないように保護し、極限海面状況でも抜けな
いことを確認してください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切な回路分離が
必要になります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精密電子計器また
は装置を稼動する際には、必ず絶縁変圧器か独立した電力
変換器を使用してください。

• Weather FAX オーディオ ケーブルには必ず絶縁変圧器を使
用してください。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用する際には、必ず
独立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEAコンバータを使用し
てください。

• PC またはその他の精密電子装置には、必ず専用の電源回路
を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータケーブルが適切に遮蔽されており、損傷がない
(狭い場所を無理に通したためにこすれたりしていない) こと
を確認してください。

3.2 コココンンンバババーーータタタののの接接接続続続
コンバータは SeaTalkng バックボーンの一部として接続され
ます。 コンバータを接続することで、トランスデューサを
SeaTalkng ネットワークに設置できるようになります。

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA
VANE

D12029-1

3

5

2

4

6 7 8

1

項項項目目目 説説説明明明

1. 赤—速度および海面温度トラ
ンスデューサ接続

2. オレンジ—風向風速トランス
デューサおよび Rotavecta接続

3. 黄色—フラックスゲートコン
パス接続

4. 緑—舵リファレンストランス
デューサ接続

5. 青—深度トランスデューサ接
続

6. SeaTalkng バックボーン接続

7. SeaTalkng スプール接続

8. SeaTalkng バックボーン接続

SeaTalkng ののの接接接続続続
iTC-5コンバータには、2個のバックボーンコネクタと 1個のス
プール コネクタがあります。

SeaTalkng バババッッックククボボボーーーンンンコココネネネクククタタタ
バックボーン コネクタを使用すると、コンバータを SeaTalkng
バックボーンの一部として接続できるようになります。

SeaTalkng スススプププーーールルルコココネネネクククタタタ
スプールコネクタを使用すると、別の SeaTalkng 装置に接続した
り、適切な 12 V dc電源に接続したりすることができます。
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1

2

D12034-2

SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
1. 本体裏の固定用環を回し、UNLOCKED (ロック解除) 位置に

合わせます。
2. スプール ケーブルのエンドコネクタの向きが正しいことを

確認します。
3. ケーブルコネクタをしっかりと差し込みます。
4. 固定用の環がロックする位置にかちりと (2回)収まるまで、

環を時計回りに回します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
iTC-5 では、5 台のトランスデューサを SeaTalkng ネットワーク
に接続できます。

速速速度度度おおおよよよびびび海海海面面面温温温度度度トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続

3 4 5

D12036-1

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA

VANE 21

項項項目目目 ケケケーーーブブブルルルののの色色色 信信信号号号名名名

1. 赤 速度 V+

2. 画面 速度 0V (シールド)

3. 緑 速度 (信号)

4. 白 温度 (信号)

5. 茶色 温度 0V

風風風接接接続続続

1 2 3 4 5

D12037-1

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA

VANE

項項項目目目 ケケケーーーブブブルルルののの色色色 信信信号号号名名名

1. 赤 風 V+

2. 画面 風 0V (シールド)

3. 緑 風向 (正弦/sin)

4. 青 風向 (余弦/cos)

5. 黄色 風速計 (信号)

Rotavecta 接接接続続続

1 2

D12038-1

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA

VANE

項項項目目目 ケケケーーーブブブルルルののの色色色 信信信号号号名名名

1. 赤 ローター +

2. 青 ローター –

フフフラララッッックククスススゲゲゲーーートトトコココンンンパパパススス接接接続続続

1 2 3 4 5

D12039-1

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA

VANE

項項項目目目 ケケケーーーブブブルルルののの色色色 信信信号号号名名名

1. 赤 電圧基準

2. 画面 0V (シールド)

3. 緑 センス B

4. 黄色 センス A

5. 青 ドライブ

ケーブルと接続部 17



舵舵舵リリリフフファァァレレレンンンススス接接接続続続

1 2 3

D12040-1

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA

VANE

4

項項項目目目 ケケケーーーブブブルルルののの色色色 信信信号号号名名名

1. 画面 0V (シールド)

2. 赤 V+

3. 緑 0V

4. 青 舵 (信号)

深深深度度度トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続

1 2 3
D12035-1

SPEED/TEMP

WIND

COMPASS

RUDDER
DEPTH

ROTA

VANE

項項項目目目 ケケケーーーブブブルルルののの色色色 信信信号号号名名名

1. 画面 0V (シールド)

2. 青 圧電セラミック +

3. 黒 圧電セラミック－

通通通告告告: iTC-5 ははは高高高電電電圧圧圧ででですすす
コンバータの電源が入り、カバーが開いた状態で、
露出したトランスデューサのワイヤに触らないで
ください。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
1. 電源のスイッチがオフであることを確認します。
2. 1/8 (4mm) のメスのクワガタ端子をトランスデューサのワイ

ヤの各先端に圧着/はんだ付けし、露出しているワイヤがな
いことを確認します。

3. カバー留めネジを外します。
4. カバーを開けます。
5. 「トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続」の項の図に従って、クワガタ端

子を接続します。
6. クワガタ端子が完全に定位置 (ホーム)位置に押し込まれ、端

子が接触していないことを確認します。
7. ケーブルを配線に固定します。
8. カバーを閉め、カバー留めネジを締め直します。
9. 電源のスイッチを入れます。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののケケケーーーブブブルルル長長長
トランスデューサに付属しているケーブルの長さを以下の表
に示します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ ケケケーーーブブブルルル長長長

速度および海面温度 14 m

風 30 m / 50 m

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ ケケケーーーブブブルルル長長長

Rotavecta 20 m

フラックスゲートコンパス 9.1 m

舵リファレンス 9.1 m

水深 9 m / 14 m / 20 m

注注注意意意: トランスデューサのケーブル長は延長しないでください。
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章章章 4: 場場場所所所ととと取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 4.1 ユニットの寸法 ( 20 ページ)

• 4.2 取り付け ( 20 ページ)

• 4.3 フロント カバーの取り外し ( 21 ページ)

場所と取り付け 19



4.1 ユユユニニニッッットトトののの寸寸寸法法法
iTC-5 ののの寸寸寸法法法

A D
D12134-1

B

E

C

項項項目目目 寸寸寸法法法

A 163.5 mm (6.44インチ)

B 151.1 mm (5.95インチ)

C 48.85 mm (1.92インチ)

D 44.3 mm (1.74インチ)

E 93.1 mm (3.66インチ)

4.2 取取取りりり付付付けけけ
このコンバータは表面実装型です。
コンバータを取り付ける前に、次の点を確認してください。
• 次の条件を考慮し、コンバータの適切な設置場所を選択した
– 物理的損傷が生じないように十分に保護されている
– コンバータに水しぶきがかかる可能性が低く、乾燥状態が
維持されている

– コンパスから 230 mm (9インチ)以上離れている
– 無線装置から 500 mm (20インチ)以上離れている

• ケーブル接続部と配線方法を特定したかどうか

注注注意意意: コネクタが手前に来るようにユニットを縦に設置する
必要があります。

D12041-1

1 2 3

1. 電源のスイッチがオフであることを確認します。
2. ユニット設置に選択した場所を確認します。安全にネジを装

着できる、障害物のない平面が必要です。
3. 選択した場所にコンバータを合わせ、コンバータの取り付け

穴から表面をマークします。
4. 上記のマークに従ってドリルで 2つ穴を開けます。
5. 設置面をネジで固定します。このとき、コンバータを設置す

るのに十分なネジ部を残しておきます。
6. コンバータを設置し、下にスライドさせて取り付け穴に固定

します。
7. ネジを締め、コンバータを定位置にロックします。
8. コンバータ カバーを外します。
9. 必要なトランスデューサと SeaTalkng ケーブルを接続します。
10.コンバータのカバーを取り付け、トランスデューサケーブル

が図に示される適切なケーブル ガイドに配置されているこ
とを確認します。

11.電源のスイッチを入れ、システムを確認します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルガガガイイイドドド

D12308-1

1

2

3

4

5

項項項目目目 説説説明明明

1 速度および海面温度トランス
デューサケーブルガイド

2 風向風速トランスデューサ/
Rotavectaケーブルガイド
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項項項目目目 説説説明明明

3 フラックスゲートコンパス
ケーブルガイド

4 舵リファレンストランス
デューサケーブルガイド

5 深度トランスデューサケーブ
ルガイド

4.3 フフフロロロンンントトトカカカバババーーーののの取取取りりり外外外ししし

D12137-1

1

4

2

3

1. フロント カバーの留めネジを外します。
2. 右側のカバー クリップを押し込みます。
3. カバー右側をユニットからそっと外します。
4. カバー左側をユニットから外します。
カバーの取付けは、取外しの逆の順序で行います。

場所と取り付け 21
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章章章 5: シシシススステテテムムム確確確認認認とととトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 5.1 シリアル番号の場所 ( 24 ページ)

• 5.2 標準的なシステム確認 ( 24 ページ)

• 5.3 iTC-5 の LED ステータス インジケータ ( 25 ページ)

• 5.4 システム データのトラブルシューティング ( 27 ページ)

• 5.5 Raymarine カスタマー サポート ( 28 ページ)

• 5.6 技術仕様 ( 28 ページ)

• 5.7 NMEA2000 のセンテンス ( 29 ページ)
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5.1 シシシリリリアアアルルル番番番号号号ののの場場場所所所
各コンバータには一意のシリアル番号が付与されています。この
シリアル番号ラベルは、コンバータの上部に記載されています。

E70010xxxxxxx

D12135-1

シリアル番号はキャリブレーションの際に必要となりますの
で、なくさないでください。予備のシリアル番号ラベルはボッ
クスに付いているので、ユーザーの判断で適切な場所に貼付し
てください。

5.2 標標標準準準的的的なななシシシススステテテムムム確確確認認認
コンバータに接続したら、コンバータと接続トランスデューサ
のチェックを行うことをお勧めします。
標準的な確認作業は次のとおりです。

• コココンンンバババーーータタタののの LED ススステテテーーータタタスススををを確確確認認認しししままますすす。 正常に機能し
ている場合は、コンバータのステータス LED が点灯してい
るはずです。

• トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン設設設定定定ををを確確確認認認しししままますすす。
風、速度、海面温度、深度などの表示を確認します。計器デー
タが正確であること、またすべての適切なディスプレイおよび
計器で使用可能であることを確認します。

• トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの LED ススステテテーーータタタスススををを確確確認認認しししままますすす。 トラン
スデューサが正常に機能していない場合は、フロントカバー
を取外し、トランスデューサの LED ステータス インジケー
タを確認します。

• 自自自動動動操操操縦縦縦のののチチチェェェッッッククク。自動操縦が期待どおりに動作しているこ
と、また船首情報と舵情報がすべての適切なディスプレイおよ
び計器で使用可能であることを確認します。

注注注意意意: 自動操縦システムでは、舵リファレンスとフラックス
ゲート コンパスをコース コンピュータに直接接続する必要
があります。
すべての確認作業は、安全で使い慣れた環境で行ってください。
また、各製品に付属の説明書に従って実施してください。
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5.3 iTC-5ののの LEDススステテテーーータタタスススイイインンンジジジケケケーーータタタ
LED ステータス インジケータには、接続されているトランス
デューサと SeaTalkngネットワークのステータスが表示されます。
コンバータには 6つの LEDステータスインジケータがあります。

D12133-1

ROTA
VANE

1

3

5

2

4

6

項項項目目目 LEDイイインンンジジジケケケーーータタタ

1. 速度および海面温度トランス
デューサ

2. 風向風速トランスデューサま
たは Rotavecta

3. フラックスゲートコンパス

4. 舵リファレンストランス
デューサ

5. 深度トランスデューサ

6. SeaTalkng

通通通告告告: iTC-5 ははは高高高電電電圧圧圧ででですすす
コンバータの電源が入り、カバーが開いた状態で、
露出したトランスデューサのワイヤに触らないで
ください。
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iTC-5 コココンンンバババーーータタタののの LED ののの意意意味味味
LEDの一連の点灯・点滅状態から、接続されているトランスデューサおよび SeaTalkng ネットワークへの接続状態を判断できます。

LEDイイインンンジジジケケケーーー
タタタ LED がががオオオンンン

ゆゆゆっっっくくくりりりととと連連連続続続
しししててて点点点滅滅滅 早早早くくく連連連続続続しししててて点点点滅滅滅 短短短くくく断断断続続続的的的ににに点点点滅滅滅 LED がががオオオフフフ

SeaTalkng 正常 ソフトウェアのダ
ウンロード

バス低電圧 通信なし /通信障害 SeaTalkng 電源なし

速度および海面
温度

接続済み 船舶速度パルスの
タイムアウト

有効な信号の消
失 (温度)

接続されていません

風見および風速
計

接続済み 風速パルスのタ
イムアウト

有効な信号の消
失 (風見)

接続されていません

Rotavecta 接続済み 接続されていません

コンパス 接続済み 有効な信号の消失 接続されていません

舵 接続済み 有効な信号の消失 接続されていません

水深 接続済み ロック検索中 接続されていません

LED ススステテテーーータタタスススイイインンンジジジケケケーーータタタののの表表表示示示
SeaTalkng LEDステータスインジケータは、SeaTalkng コネクタの
左側のコンバータ正面にあります。トランスデューサの LEDス
テータスインジケータを表示するには、電源が入った状態でコン
バータのトップカバーを取り外す必要があります。
1. 「フフフロロロンンントトトカカカバババーーーののの取取取りりり外外外ししし」の項の説明に従って、フロン

ト カバーを取り外してください。
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5.4 シシシススステテテムムムデデデーーータタタのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
設置時の要因により、接続中の機器同士で共有しているデータに問題が生じることがあります。そのような問題と考えられる原
因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

データバス (例 SeaTalkng)の配線と接続を確認してください。

データバス (例 SeaTalkng)の配線の整合性を確認してくだ
さい。

データがディスプレイで受信さ
れていません。

リファレンスガイドがある場合は、データバスのリファ
レンスガイドを参照してください (例: SeaTalkng リファレ
ンスマニュアルなど)

見つからないデータのソースを確認してください (例：ST70
計器、またはエンジンインターフェイス)。

SeaTalkバスの電源を確認してください。

データソース (例：ST70計器また
はエンジンインターフェイス)が
機能していません。

当該の機器のメーカーハンドブックを参照してください。

計器、エンジン、その他のシス
テムデータがあらゆるディスプ
レイで使用できない

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

必要な機器がすべてネットワークに接続されていることを
確認してください。

Raymarineネットワークスイッチのステータスを確認してく
ださい。

ネットワークの問題です。

SeaTalkhs/ RayNetケーブルが損傷していないことを確認し
てください。

計器、またはその他のシステム
データが一部のディスプレイで
使用できないが、すべてで使用
できないわけではない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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5.5 Raymarineカカカスススタタタマママーーーサササポポポーーートトト
Raymarineでは、総合的なカスタマーサポートサービスを提供し
ています。カスタマーサポートへのお問い合わせは、Raymarine
の Web サイト、お電話および電子メールをご利用いただけま
す。問題を解決できない場合には、いずれかの手段でさらなる支
援を受けてください。

Web サササポポポーーートトト
次の弊社 Web サイト にあるカスタマー サポートにアクセスし
てください。
www.raymarine.com
Webサイト上では、よくある質問、修理情報、電子メールによ
る Raymarine テクニカル サポート部門への相談、世界各地の
Raymarine 取扱店をご覧になれます。

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト
アアアメメメリリリカカカ合合合衆衆衆国国国内内内：：：

• Tel: +1 603 881 5200 内線 2444

• Email: Raymarine@custhelp.com

英英英国国国、、、欧欧欧州州州、、、中中中東東東、、、まままたたたははは極極極東東東：：：

• 電電電話話話: +44 (0)13 2924 6777

• 電電電子子子メメメーーールルル: ukproduct.support@raymarine.com

製製製品品品情情情報報報
修理をご希望される場合には、次の情報をお手元にご用意くだ
さい。

• 製品名。

• 製品の ID。

• シリアル番号。

• ソフトウェア アプリケーションのバージョン。

製品内のメニューを使って、これらの製品情報を入手できます。

5.6 技技技術術術仕仕仕様様様
公称電源電圧 12 V dc

動作電圧範囲 9～ 16 V dc

電流 <150 mAピーク時動作電流

電力消費 標準: 1.5 W

LEN
(詳細は、SeaTalkng リファレン
スマニュアルを参照)

3

環境 設置環境

• 動作温度 = –15ºC～ +55ºC

• 保存温度 = –25ºC～ +70ºC

• 相対湿度: 最大 95%

• IPX2防滴

データ接続 • SeaTalkng バックボーン

• SeaTalkng スプール (x1)

• クワガタ端子を使用したト
ランスデューサ接続 (x5)

適合性 • 欧州: 2004/108/EC

• 豪州・ニュージーランド:
C-Tick、コンプライアンスレ
ベル 2
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5.7 NMEA2000 のののセセセンンンテテテンンンススス
ディスプレイに表示される NMEA 2000 のセンテンスは次のと
おりです。

プププロロロトトトコココ
ルルル PGN PGN名名名 受受受信信信 伝伝伝送送送

NMEA2000 59904 ISOリクエ
スト

•

NMEA2000 59932 ISO承認 •

NMEA2000 60928 アドレス
要求

• •

NMEA2000 65240 ISO命令ア
ドレス

•

NMEA2000 126464 伝送 PGN
リスト

•

NMEA2000 126464 受信 PGN
リスト

•

NMEA2000 126996 製品情報 •

NMEA2000 126208 承認グルー
プ機能

•

NMEA2000 126208 コマンド
グループ
機能

•

NMEA2000 126208 リクエス
トグルー
プ機能

•

NMEA2000 127245 舵 •

NMEA2000 128259 速度、水
参照

•

NMEA2000 128267 水深 •

NMEA2000 128275 距離ログ •

NMEA2000 130306 風データ •

NMEA2000 127250 船首 •

NMEA2000 130310 環境パラ
メータ

•

NMEA2000 130312 温度 •

システム確認とトラブルシューティング 29
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章章章 6: オオオプププシシショョョンンンおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 6.1 スペア ( 32 ページ)

• 6.2 SeaTalkng ケーブルおよび付属品 ( 32 ページ)

オプションおよび付属品 31



6.1 スススペペペアアア
コンバータには次のスペアが付いています。

製製製品品品番番番号号号 説説説明明明

A08002 スペアのトップカバー

6.2 SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびび付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkng ケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

バックボーンキッ
ト

A25062 内容:

• 2 x 5 m (16.4フィー
ト)バックボーン
ケーブル

• 1 x 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン
ケーブル

• 4 x T-字型

• 2 xバックボーン
ターミネータ

• 1 x電源ケーブル

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート) ス
プール

A06038

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート) ス
プール

A06039

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート) ス
プール

A06040

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
スプール

A06041

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート)バッ
クボーン

A06033

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート)バッ
クボーン

A06034

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート)バッ
クボーン

A06035

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
バックボーン

A06036

SeaTalkng 9 m
(29.5 フィート)
バックボーン

A06068

SeaTalkng 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン

A06037

SeaTalkng -終端むき
出し 1 m (3.3 フィー
ト)スプール

A06043

SeaTalkng -終端むき
出し 3 m (9.8 フィー
ト)スプール

A06044

SeaTalkng電源ケーブ
ル

A06049

SeaTalkngターミネー
タ

A06031

SeaTalkng T字型 A06028 1 xスプール接続を
装備

SeaTalkng 5方向コネ
クタ

A06064 3 xスプール接続を
装備

SeaTalk - SeaTalkng コ
ンバータ

E22158 SeaTalk 装置と
SeaTalkng システ
ムとの接続が可能
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説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkngインライン
ターミネータ

A80001 スプールケーブ
ルとバックボーン
ケーブルの終端を
直接接続。 T字型
コネクタは不要

SeaTalkngブランキン
グプラグ

A06032

SeaTalk (3 ピン) －
SeaTalkng アダプ
タケーブル 0.4 m
(1.3 フィート)

A06047

SeaTalk2 (5 ピン)
－ SeaTalkng アダプ
タケーブル 0.4 m
(1.3 フィート)

A06048

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)

A06045 NMEA 2000 装置と
SeaTalkngシステムと
の接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)

A06046 NMEA 2000 装置と
SeaTalkngシステムと
の接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)－
終端むき出し

E05026 NMEA 2000 装置と
SeaTalkngシステムと
の接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)－
終端むき出し

E52027 NMEA 2000 装置と
SeaTalkngシステムと
の接続が可能

オプションおよび付属品 33
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